
 

   

情報配線システムのケーブリング規格最新動向 
ISO/IEC 11801 

JIS X5150 

ANSI/TIA/EIA-568 

 

 

 

   オフィス内で使用される情報通信システムに使用されるケーブリング・システ 

  ムについてはＩＳＯ、ＪＩＳ、ＴＩＡ等で規格化が進められました。 

   この中で、日本国内ではＴＩＡ規格の普及が進み、これに準拠したケーブリン 

  グ・システムがオフィス内に布設・使用されています。 

   しかしながら、実際にケーブリング・システムを構築するに当たり、規格の内 

  容について全て把握した上で設計・施工されたシステムは現状ではまだ、多くあ 

  りません。 

   今回は、ＴＩＡ規格を中心に、カテゴリ６に適合するケーブリング・システム 

  を設計・施工する上で必要な規格の詳細について以下に解説しています。 
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規格名

J IS  X 5 1 5 0：2 0 0 2

I SO/ I EC  1 1 8 0 1：2 0 0 2

T IA/E IA-568-B . 1：200 1

T IA/E IA-568-B . 2：200 1

T IA/E IA-568-B . 3：200 0

T IA/E IA-568-B . 2-1：200 1

ANS I / T I A / E I A - 5 6 8 -B

日本標準規格：ＪＩＳ Ｘ５１５０ 

国際標準規格：ＩＳＯ／ＩＥＣ１１８０１ 

米国規格  ：ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８  

 

・現在、情報配線システム用ケーブリング・システム規格として代表的な規格は以下の３規格が有ります。 

 

 

 

 

 

・ＪＩＳ Ｘ５１５０規格はＩＳＯ／ＩＥＣ１１８０１規格を国内規格として取り入れたものです。 

 （両者の内容はほぼ同等となっています） 

・ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８規格は米国独自に制定された規格ですが、日本国内での知名度も高く、実際に 

 使用される事が多く、普及している規格です。 

・これは、情報配線用コネクティング・ハードウェア（配線部品）が米国主導で開発・普及してきた経緯 

 とも関連があるようです。 

・なお、これらの規格は初版制定後、新しいネットワーク方式への対応、ケーブリング・システム技術の 

 変遷等の要因により改訂・改版されています。 

・現在の最新版は下記のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          注）ＪＩＳ Ｘ５１５０：２００２は現在、改訂作業中で２００３年度中に発行予定です。 

 

・なお、現在までの規格の変遷は下図のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

１．ケーブリング・システム規格



 

・現在、ＩＳＯとＴＩＡは相互連携しており、それぞれ規格の内容はかなり共通化されています。 

・下図にＩＳＯ、ＴＩＡ、ＩＥＥＥにおける規格の相関を示します。 

・現在、ＩＳＯとＴＩＡではケーブリング・システムの名称分類はクラス、カテゴリと異なりますが、そ 

 れぞれの関係は下図に示すように、相関するようになっており、ＩＥＥＥ８０２．３規格における伝送 

 方式に対応します。 

                       注）ＴＩＡではカテゴリ７の規格化はされていません。 

                         １０ＧＢＡＳＥ－Ｔは検討が開始された段階で規格化されていません。 

 

・ただし、ＩＳＯ規格とＴＩＡ規格は完全に統一されていないため、一部、規格値が異なるなど、注意が 

 必要です。 

 

・１項に示したように、ＴＩＡ規格は初版である５６８－Ａ規格制定後、規格の不備・不足に対応するた 

 め、追補（Ａｄｅｎｄｕｍ）としてＡ１からＡ５まで発行されました。 

・当初、５６８－Ａはカテゴリ３、４、５が制定されましたが、ギガビットイーサネット（１０００ＢＡ 

 ＳＥ－Ｔ）規格への対応のため、エンハンスドカテゴリ５（Ｃａｔ．５ｅ）規格がＡ５として追加され 

 ました。 

・２００２年度にはＡｄｅｎｄｕｍによる追加と初版修正の必要性から、５６８－Ａ規格は５６８－Ｂ規 

 格として改版されました。 

２．ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ規格の概要

１９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４

◎TIA/EIA-568-A
　(Cat.3/4/5)

◎TIA/EIA-568-A5
　(Cat.5e)

◎TIA/EIA-568-B.1/2/3
　(Cat.3/5e)

◎TIA/EIA-568-B.2-1
　(Cat.6)

◎ISO/IEC 11801:2002

◎JIS X5150:1996 ◎JIS X5150:2002
(予定)

◎Amd.1/2

◎JIS X5150:追補

◎ISO/IEC 11801

規
格

年

カテゴリ３

カテゴリ５ｅ

カテゴリ６

カテゴリ７

クラスＣ

クラスＤ

クラスＥ

クラスＦ

ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ
ＩＳＯ／ＩＥＣ１１８０１
ＪＩＳ Ｘ５１５０

～１０ＭＨｚ

～１００ＭＨｚ

～２５０ＭＨｚ

～６００ＭＨｚ

適用周波数 ＩＥＥＥ８０２．３

10BASE -T

1 0 0BASE -TX
1 0 0 0BASE -T

10 0 0BASE-TX
10GBASE-T ?

1 0GBASE -T  ?



 

・５６８－Ｂへの改版ではネットワークシステム側の要求が無くなったカテゴリ４、及びカテゴリ５が規 

 格から削除されるなど大幅な変更が行われています。 

・当初、５６８－Ｂ規格は５６８－Ａ・Ａｄｄｅｎｄｕｍの追加と内容見直しのため、カテゴリ３とエン 

 ハンスドカテゴリ５の２種だけが規格として制定されました。 

・その後、２００２年８月に検討中であったカテゴリ６規格に対応したＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ．２ 

 －１が制定され、カテゴリ３、５ｅ、６の３つのカテゴリが規格化されています。 

 

・ＴＩＡ規格はその名称「Commercial Building Telecommunications Cabling Standard」が示すように商用 

 ビル内の情報通信用ケーブリング・システムについて標準化した規格です。 

・規格では個々のコンポーネントからシステム全体デザインまで規定しており、規格の要求を全て満足す 

 るケーブリング・システムを構築するためには、細部にわたるシステム設計が必要です。 

・これは、ＴＩＡ規格だけではなく、ＩＳＯ、ＪＩＳについても同様です。 

・日本国内においては、残念ながら、システム全体を規格適合させる必要があることが十分理解されず、 

 伝送性能（チャネル、リンク性能）だけが規格に適合したシステムが多数、敷設されているようです。 

・最近ではコンポーネント・メーカのシステム保証の要求に対応するためにＴＩＡ規格に適合するシステ 

 ムが増加する傾向にあります。 

・以下ではシステム全体を規格適合させるためのテクニカルな部分の解説をします。 

 

 

３．システム構成

ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８規格の改版

T IA/E IA- 5 6 8 -A
A d d e n d um 1

A d d e n d um 2

A d d e n d um 3

A d d e n d um 4

A d d e n d um 5
Ca t . 5 e

T IA/E IA- 5 6 8 -B

　Ca t . 3
　Ca t . 4
　Ca t . 5

　Ca t . 3
　Ca t . 5 e
　Ca t . 6

改版

IEEE802 . 3
G i g a b i t E t h e r n e t  1 0 0 0BASE-T



 

・最初にカテゴリ６に適合するケーブリング・システムとは何かについて解説します。 

・ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ規格は以下の３部構成となっています。 

  ①システム全体の規格 ：５６８－Ｂ．１ Part 1: General Requirements 

  ②コンポーネントの規格：５６８－Ｂ．２ Part 2: Balanced Twisted-Pair Cabling Components 

  ③光ファイバ方式の規格：５６８－Ｂ．３ Optical Fiber Cabling Components Standard 

・今回はＵＴＰケーブリング・システムに主眼をおいた解説としていますので、Ｂ．１、及び、Ｂ．２に 

 ついて解説します。 

 

４－１ ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ．１におけるシステム構成 

 

・Ｂ．１ではシステム全体の構成を以下の６つの部分に細分化しています。 

  ①水平配線ケーブリング（Horizontal Cabling） 

  ②バックボーンケーブリング（Backbone Cabling） 

  ③ワークエリア（Work Area） 

  ④テレコミュニケーション・ルーム（Telecommunication  Room） 

  ⑤機器ルーム（Equipment Room） 

  ⑥エントランス・ファシリティ（Entrance Facilities） 

・全体の構成について以下に示します。 

４．ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ規格適合ケーブリングシステム

Telecommunication
Room

Telecommunication
Room

Work Area

Work AreaEquipment
Room

Entrance
Facil i t ie s

水平配線ケーブリング
(H o r i z o n t a l  C a b l i n g )

バックボーンケーブリング
( B a c k b o n e  C a b l i n g )

バックボーンケーブリング
( B a c k b o n e  C a b l i n g )

TO

TO

T O：Te l e c ommun i c a t i o n  O u t l e t
H C：Ho r i z o n t a l  C o r s s -Co n n e c t
I C： I n t e rm i d i a t e  C r o s s -C o n n e c t
M C：Ma i n  C r o s s - C o n n e c t

HC

HC

外
部
接
続

MC/IC



 

（１）水平配線ケーブリング 

 

・ユーザ端末とＴＲ内のＨＣまでのケーブリングについて規定しています。 

・図のように主としてオフィス内のフロア系配線を対象としていますので水平配線となる部分でスター型 

 配線が要求されます。 

・使用可能なケーブルは４対ケーブル、または、同一種別の多対ケーブルと規定されており、仕様の異な 

 るケーブルをまとめたハイブリッド・ケーブル（光＋ＵＴＰ等）は使用できません。 

・また、水平配線ケーブリングにおける、ＨＣ－ＴＯ間の最大長は９０ｍと規定されています。 

・また、パッチコード長についても規定されており、１つのチャネルで使用可能なパッチコード長の総和 

 は標準では最大１０ｍと規定されています（特殊な場合について１０ｍ以上を許容する規定がります）。 

 

（２）バックボーンケーブリング 

 

・主としてネットワーク機器等が収容されたＴｅｌｅｃｏｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｒｏｏｍ相互間につい 

 て規定しています。 

・構成は下図のように階層化されたスター型配線が要求されています。 

・使用可能なケーブルはＵＴＰの他に、マルチモード、及び、シングルモード光ファイバまでを対象とし 

 ています。 

TR  HC

TR   HC

TR   HC

TR   HC

ER   IC

ER   MC

バックボーン・ケーブリング
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最大長９０ｍ

CP

機
器
/
２
次
パ
ネ
ル

HC

１
次
パ
ッ
チ
パ
ネ
ル

TO

水平配線ケーブリング
(Horizontal Cabling)

CP：Consolidation Point



（３）ワークエリア 

 

・ワークエリアは主としてオフィス内の端末等が設置される部分です。 

・ここでは、主としてアウトレット接続によるシステム構成とワークエリア・コードについての規定が 行 

 われています。 

・ワークエリアに設置されるアウトレットは単一ポート構成の場合とマルチユーザ通信アウトレット 

 （Ｍｕｔｏａ）を使用する場合の２つの方式について規定しており、下図のような構成となります。 

 

・ワークエリアの構成については以降で詳細について解説します。 

 

（４）テレコミュニケーション・ルーム 

 

・テレコミュニケーション・ルーム規格では通信クローゼット内の構成について規定しています。 

・ここでは、下図のようなインター・コネクト（Inter-Connect）とクロス・コネクト（Cross-Connect） 

 の２種のパッチ方式について規定しています。 

 

・インター・コネクトは水平配線ケーブルを収容する１次パッチパネルとネットワーク機器を機器コード 

 で直接接続する方法です。 

 

ＴＲ
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MUTOA：Multi User Telecommunications Outlet Assembly
　　　　　　 (マルチユーザ通信アウトレット)
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・クロス・コネクトは水平配線ケーブルを収容する１次パッチパネルとネットワーク機器を接続する２次 

 パッチパネル間をパッチコードで接続する方式で、より柔軟なケーブリング・システム構成と取ること 

 が出来ます。 

 

（５）機器ルーム 

 

・機器ルームは主としてネットワーク機器を収容する部分であり、テレコミュニケーション・ルームとの 

 共用が可能です（上図でネットワーク機器が設置されるスペース）。 

・大規模なケーブリング・システムでは両者を分離する場合がありますが、日本国内では共用するケース 

 が多いようです。 

・要求される項目はＴＩＡ／ＥＩＡ－５６９で規定された物理的な要求を満足する必要があります。 

 

（６）エントランス・ファシリティ 

 

・主としてビル（建物）の外部との接続部分について規定しており、接地等の保安上の規定が行われてい 

 ます。 

・機器ルーム同様ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６９で規定された物理的な要求を満足する必要があります。 

 

４－２ パーマネント・リンク/チャネル規格 

 

（１）構成（チャネル/リンク） 

 

・規格では全体のシステム構成の他に、情報通信システムとしての伝送性能について規格化 しています。 

・規格ではシステム構成を下図に示すように２つの部分に分類しています。 

  ①パーマネント・リンク（Permanent Link） 

  ②チャネル（Channel） 

 

・パーマネント・リンクはＴＯ－１次パッチパネル間の性能について規定したもので、チャネルはパーマ 

 ネント・リンクの前後にパッチコード等を接続した機器／端末間の構成について規定しています。 
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・パーマネント・リンクはユーザが変更出来ない（固定的に使用される）部分であり施工時の性能保証が 

 維持されなければなりません。 

・チャネルはパッチコード（クロスコネクト、ワークエリアコード等）を含み、ユーザが変更可能な部分 

 です。 

 

（２）性能保証の考え方 

 

・規格では全てのケーブリング・システムは規格で要求する事項を満足しなければなりません。 

・システム構成については４－１項に示した事項を設計～施工段階において満足させなければなりませ 

 ん。 

・これに対して、システムの伝送性能は施工完了後に全てのケーブリング・システムについて検証されな 

 ければなりません。 

・検証においては上記に示したチャネル、または、パーマネント・リンクのいずれかで性能を検証する必 

 要があります。 

・パーマネント・リンクは名前が示すように”固定的なリンク”であり、ユーザが勝手に変更してはいけ 

 ない（変更できない）部分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一度、性能検証してしまえば、後は、性能が変動する事がない部分のため、布設時に全ての伝送路につ 

 いて性能検証しなければなりません。 

 ⇒チャネル（実使用段階）で障害が発生した場合、パーマネント・リンク部以外に要因を求めることが 

  出来、トラブル対策が容易になります。 

 

・これに対して、チャネルはパッチコードを含む機器～端末間の伝送路部分が対象であり、異動、レイア 

 ウト変更等によりユーザレベルで変更される部分です。 

・ここで、注意が必要なことは、パッチコードの変更、挿抜を行った場合、チャネル性能保証が適用でき 

 なくなる事です。 

・このため、チャネルで性能保証するためには、上記のシステム変更時に再度、性能検証する必要があり 

 ます。 

・このため、パーマネント・リンクで全数検査を実施し、性能適合するパッチコードとの組合せによる 

 チャネル保証を行うことが一般的に行われています。 

 

 

Permanent Link or ChannelCategory6
Test Adapter

Category6
Test Adapter



・パーマネント・リンクで性能を保証する場合に、注意しなければならない点は、パッチコードの性能が 

 チャネルとして十分な性能を維持できる物であるかどうかです。 

・一般的にはコネクティング・ハードウェアメーカが標準としたパッチコードであれば、適合性は充分と 

 考えられますが、汎用品を採用する場合は、コネクティング・ハードウェアとの適合性が正しく検証さ 

 れている事が必要です。 

・現状では、コネクティング・ハードウェアの性能はカテゴリ６適合品でも使用するモジュラプラグに 

 よっては十分な性能を発揮できない事があります。 

 

（３）システム伝送規格 

 

・下表にシステムの伝送性能規格の概要を示します。 

・カテゴリ６規格では表に示したとおり、最大周波数は２５０ＭＨｚまで規定されていますが、 

 Ｄｅｌａｙ、Ｓｋｅｗについては１０ＭＨｚのポイント値だけで規定しています。 
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保証範囲 保証範囲パッチコード次第で
チャネル性能は変わる！

パッチコード次第で
チャネル性能は変わる！

パーマネント・リンク

パッチコード/コネクティング・ハードウェア間の適合性は十分か？

f
(MHz)
Spec.
(dB)
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1 2.15 1 72.67 1 62.96 1 19.00 1 70.29 1 60.26 - - - -

100 21.29 100 39.93 100 22.96 100 12.00 100 37.08 100 20.26 10 555 10 50

250 35.94 250 33.11 250 15.00 250 8.02 250 30.15 250 12.30 - - - -

1 1.88 1 73.44 1 63.86 1 19.09 1 71.24 1 61.19 - - - -

100 18.57 100 41.84 100 23.86 100 14.00 100 39.30 100 21.19 10 498 10 44

250 31.10 250 35.34 250 15.90 250 10.02 250 32.70 250 13.23 - - - -
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（４）ワークエリア構成の注意事項 

 

・ＴＩＡ/ＥＩＡ－５６８－Ｂ規格は下図のようにチャネル内のパッチコード長の総和を標準構成の場合、 

 最大１０ｍと規定しています。 

・上図でパッチコードとして規定されているのは、Ａ、Ｄ、Ｅの３カ所です。 

・Ｂはケーブルとして撚り線タイプであるパッチコードではなく、水平配線系の一部との考え方から、  

 単線タイプのケーブル（Ｃと同一）を使用することが規定されており、パッチコードではありません。 

 

・上記は４対ケーブルを個別のアウトレットに接続する場合の規格ですが、規格では下図のようにマルチ 

 ユーザ・通信部品（ＭＵＴＯＡ：マルチポート型アウトレット）を使用する場合に、アウトレット側 

 パッチコード長を水平配線長に応じて１０ｍ～最大２２ｍまで許容する事が規格化されています。 

ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ規格標準チャネル構成モデル
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ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ規格ＭＵＴＯＡ構成モデル
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・上図において、水平配線ケーブル（Ｈ）が９０ｍ未満の場合にワークエリア・コード長の規定が１０ｍ 

 以上（Ｈ≦７０ｍ時・最大２２ｍ）まで使用することが可能となります。 

 

・これはチャネルにおいて、パーマネント・リンク長が９０ｍよりも短く、チャネルの全挿入損失値が規 

 格上限内であれば、パーマネント・リンク部短縮分の挿入損失をパッチコードに割り振ることでパッチ 

 コード長を長くする事が出来るとしたものです。 

・ワークエリア・コード長（Ｗ）の計算式を下式に示し、計算結果を下表に示します。   

 

・ただし、その他の性能（ＲＬ性能など）が水平配線ケーブルとパッチケーブルでは異なるため、挿入損 

 失だけで、使用可能なパッチコード長を規定した場合、パッチコード長が２７ｍを越えた場合、挿入損  

 失以外の性能が悪化することが考えられるため、実際に使用可能なパッチコード長はトータルで最大 

 ２７ｍ以下と規定されています。        

 

４－３ ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ．２ 

 

（１）概要 

 

・Ｂ．２規格は主としてシステムを構成するコンポーネントとその評価方法について規定しています。 

・コンポーネントとしては以下の３つについて規定しています。 

   ①ケーブル（単線・撚線） 

   ②コネクティング・ハードウェア 

   ③パッチコード 

 

①ケーブルは水平配線、バックボーン、パッチケーブルの３種について規定しています。 

・パッチケーブルはケーブル内部構造において導体が単線と撚線の違いがあり、この影響を受ける挿入損 

 失（Insertion Loss）と反射減衰量（Return Loss：RL）のみ単線ケーブルと異なる規格が採用されて 

 います。 

・カテゴリ６ケーブルでは対撚線のバランスを規定する項目としてＬＣＬも規定されています。 

                              （Longitudinal  Conversion Loss） 

②コネクティング・ハードウェアはアウトレット、パッチパネルに使用されるコネクタ（ジャック）に 

 ついて規定しています。 

・ここで、注意が必要なことはジャック側コンポーネントについては規定していますが、モジュラプラグ 

 側については要求特性が規定されていないことです。 

Ｔ　＝　Ａ ＋ Ｂ
Ｃ　＝（１０２ －  Ｈ）／１．２
Ｗ　＝　Ｃ － Ｔ

ただし、Ｗの最大長は２２ｍ以下

H  (m ) C  Ma x . (m ) T  Ma x . (m ) W  Ma x . (m )
90 10 5 5
85 14 5 9
80 18 5 13
75 23 5 17
70 27 5 21
65 27 5 22
60 27 5 22



・また、伝送路長が短く、挿入損失が小さいため、ＥＬＦＥＸＴではなくＦＥＸＴを規定しています。 

 （表中のＥＬＦＥＸＴ欄はＦＥＸＴを表しています）。 

③パッチコードはコード両端にモジュラプラグが取り付けられた構造について規定しています。 

・伝送性能項目として、ＮＥＸＴ、ＩＬ、ＲＬの２項目が規定されています。 

 以下に各規格の概要を示します。 

注）パッチコードＮＥＸＴ規格はコード長により変わるため、上表には２ｍの例を示しています。 

 

・このように、現在、カテゴリ６についてはコンポーネント、システム全体の規格が制定されています。 

・ただし、規格で規定された性能を検証する場合に、現状では十分な評価システムが確立されてないた 

 め、伝送性能の検証が難しいものとして、コネクティング・ハードウェアとパッチコードの２種があり 

 ます。 

・現在、ケーブルについては、標準的な評価システムが確立していますので、その伝送性能を検証する上 

 での課題はありませんが、上記２種については測定方法は規定されていますが、実際に規定された測定 

 方法で検証する場合に問題があります。 

 

４－４ コネクティング・ハードウェア、パッチコード規格の課題 

 

（１）コネクティング・ハードウェア 

 

・規格ではコネクティング・ハードウェアの検証方法について以下の２つの方法を規定しています。 
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1 2.03 1 74.30 1 67.80 1 20.00 1 72.30 1 64.80 1 570 1 45

100 19.80 100 44.30 100 27.80 100 20.11 100 42.30 100 24.80 100 538 100 45

250 32.85 250 38.33 250 19.84 250 17.32 250 36.33 250 16.84 250 536.3 250 45

1 2.43 1 74.30 1 67.80 1 20.00 1 72.30 1 64.80 1 570 1 45

100 23.76 100 44.30 100 27.80 100 18.99 100 42.30 100 24.80 100 538 100 45

250 39.42 250 38.33 250 19.84 250 15.57 250 36.33 250 16.84 250 536.3 250 45

1 0.02 1 94.00 1 83.10 1 30.00 1 2.5 1 1.25

100 0.20 100 54.00 100 43.10 100 24.00 100 3 100 1

250 0.32 250 46.04 250 35.14 250 16.04 250 2.5 250 1.25

1 65.00 1 19.81

100 46.41 100 17.98

250 38.82 250 14.00
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①Ｄｅ－Ｅｍｂｅｄｄｅｄ法 

・プラグとコネクティング・ハードウェアの嵌合測定値からプラグ単体、または、コネクティング・ハー 

 ドウェア単体の特性を計算により求める方法です。 

・測定基準となるプラグ、ジャックの性能が測定結果に大きく影響するため、基準となるプラグ、ジャッ 

 クの性能を検証する事が重要です。 

・また、測定においては特殊な治具を必要とします。 

②ダイレクト・プロービング法 

・プラグ端子に測定端子を直接接続することによりプラグ単体の性能を検証する方法で、Ｄｅ－Ｅｍｂｅ 

 ｄｄｅｄ法に対してより正確な測定が可能となっています。 

・Ｄｉｒｅｃｔ－Ｐｌｏｂｉｎｇ法ではＤｅ－Ｅｍｂｅｄｄｅｄ法よりもさらに特殊な測定用治具が必要 

 です。 

●ただし、Ｄｅ－Ｅｍｂｅｄｄｅｄ法で使用する測定治具についてはＪＥＩＴＡ情報配線システム標準化 

 委員会において、ＴＩＡ規格に適合する試験治具を開発しており、これを使用することにより、従来に 

 比べれば測定自体は容易になってきています。 

・また、ダイレクト・プロービング法についても測定治具の開発を行っていますので、近日中に測定が可 

 能となると思われます。 

 

・ただし、測定に使用するプラグ、ジャックについては現状でも十分な性能の物を作成・選定する事は非 

 常に難しく、メーカ間の測定結果の差が解消できている状況ではありません。 

・下図に代表的なカテゴリ６モジュラプラグの試験プラグ適合性を検証した結果を示します。 

・評価結果の通り、メーカ間のバラツキが大きく、試験プラグとしての性能に適合しない物も有るなど、  

 現状では十分な試験プラグの作成・入手に問題があります。 

・また、測定方法自体２種類が規定されているなど、現状では評価方法に課題があります。 

 

モジュラプラグ性能測定結果
Ｄｅ－Ｅｍｂｅｄｄｅｄ法
（プラグピン３６／４５間）
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（２）パッチコード 

 

・ＴＩＡ規格ではコネクティング・ハードウェア測定系を使用し、パッチコード測定のための基準となる 

 ジャック（テストヘッド）を選定して測定する事になっています。 

・このため、コネクティング・ハードウェアの性能検証が精度良く行うことが出来なければ、パッチコー 

 ドの性能を検証することが出来ません。 

 

・現状では規格に完全に適合するものは市販されていないため、完全なカテゴリ６適合性を判断する事は 

 非常に難しい状況にあります。 

   規格で規定された特性に特定の周波数で類似特性のコネクティング・ハードウェアが市販され 

   ています。 

   ただし、個体のバラツキがあるため、選別するなどの対応が必須ですが、それでも規格で規定 

   された全周波数についての適合性は十分とは言えません。 

 

・フィールドテスタ・メーカから、カテゴリ６パッチコード測定用アダプタが市販されており、簡易な方 

 法で測定することが出来ますが、現在の規格では下図のような高精度な測定を要求しています。 

 

注）ＴＩＡ規格ではピラミッドを使用することは要求していません。 

 

・現状では、パッチコード測定では高精度なネットワークアナライザを使用しなければならないため、 

 フィールドテスタで容易に測定するための方法について検討されています。 

 

ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ．２－１　カテゴリ６パッチコード試験方法

ネットワークアナライザ

被測定パッチコード

テストヘッド

GND線

零電位基準面

差動＋同相モード終端差動＋同相モード終端

テストヘッド

Ｂａｌｕｎ

同軸コード

インピーダンス整合用ピラミッド

モジュラプラグ



 

・ＴＩＡ、ＩＳＯ、ＪＩＳの各規格は主としてケーブリングについて規定した規格です。 

・ネットワークシステムの規格ではＩＥＥＥ８０２．３規格があります。 

・これはイーサネットについて規定した規格で現在、ＵＴＰでは１０００ＢＡＳＥ－Ｔまでの規格が制定 

 されています（光方式は１０ＧＢＡＳＥ－＊Ｘまで）。 

・２００２年末から、ＵＴＰによる１０Ｇビットイーサネットの検討がＩＥＥＥ８０２．３において開始 

 されており、メディアとしてはエンハンスド・カテゴリ５、カテゴリ６、カテゴリ７等が検討されてい 

 ます。 

・ただし、これについては現状は検討段階であり、ドラフトレベルの規格も発行されていないため、今後 

 の動向に注目しておく必要があります。 

・目標としては２００５年頃を目処に規格化を完了させると言われています。 

・ただし、検討されているケーブリング・システムはエンハンスドカテゴリ５、カテゴリ６、カテゴリ７ 

 であり、現状で１０ＧＢＡＳＥ－Ｔについての対応可否は判断できませんが、より上位のケーブリン 

 グ・システム規格に対応したシステムを導入するべきと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．その他の規格


